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有効性の評価 「ネットワーク上のリンクとしての評価」 （事例） 

【Ａ） 主要都市・拠点間の防災機能の向上】 

■リンクの防災機能の評価レベル 

○ 主要都市・拠点間を、「耐災害性」、「多重性」の観点から、Ａ～Ｄの評価レベルに等級分け。 
○ 連絡する拠点の重要性に応じて、当該リンクの整備による、防災機能の向上（評価レベルの改善）を評価。 

              ■リンクの評価レベルの例（東北地方） リ ク 防災機能 評価

    整備前                         整備後 
三陸沿岸道路、東北中央自動車道、東北横断道釜石秋田線等 

※災害危険性のある道路とは、津波被害が想定される、※災害危険性のある道路とは、津波被害が想定される、
事前通行規制区間において地震時に土砂災害等の恐れ
のある、橋梁が耐震補強未了等のある道路 
 
※今後、高速道路のあり方検討有識者委員会や基本政
策部会で、「ミッシングリンク」や、「災害に強い道路ネット
ワーク」が位置づけられた段階で、評価レベルや拠点の
位置づけ等について必要な見直しを行うこととする 

  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  合計

整備前 31 36 16 37 120

■評価の改善の例（東北地方） 

整備前 31 36 16 37 120

整備後 
（＋ 0） （＋ 12） （＋ 1） （▲ 13） 

120 
31 48 17 24 
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有効性の評価 「ネットワーク上のリンクとしての評価」 （事例） 

○ 各市町村から 最寄りの県庁所在地又は高速道路IC及び隣接市町村までの到達時間を計測

【Ｂ）ネットワーク全体の防災機能の向上】 

○ 各市町村から、最寄りの県庁所在地又は高速道路IC及び隣接市町村までの到達時間を計測。

○ 当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネットワーク全体の防災機能向上を評価。 

■弱点度の計測の例（東北地方）［全２８６リンク］ 

弱点度 弱点度

■弱点度・改善度一覧 ■弱点度・改善度の算出 

tij1 ｊ市から県庁までの到達  主要拠点間 弱点度
（整備前） 

弱点度 
（整備後） 改善度 

登米市 
～気仙沼市 

当該リンクが津
波により遮断さ

れ不通（∞） 
４．５ 

当該リンクの整備
により不通が解消

（∞） 

気仙沼市
当該リンクが津 当該リンクの整備

tij1：ｊ市から県庁までの到達
時間t 
 
tij2：ｊ市から隣接市町村まで
の到達時間 

気仙沼市
～大船渡市 

当該リ ク 津
波により遮断さ

れ不通（∞） 
０．８ 

当該リ ク 整備
により不通が解消

（∞） 

大船渡市 
～釜石市 

２．３ ０．７ ３．３ 

当該リンクが津 当該リンクの整備

改善度 計測 例（東北地方）［全 リ ク］

①災害時不通リンク（弱点度が∞）：６６    
②災害時の迂回有り：９２ 
③災害時の迂回無し：１２８ 
  （うち18リンクは整備後に時間短縮） 

釜石市 
～宮古市 

当該リンクが津
波により遮断さ

れ不通（∞） 
０．７ 

当該リンクの整備
により不通が解消

（∞） 

宮古市 
～久慈市 

当該リンクが津
波により遮断さ

れ不通（∞） 
０．６～１．２ 

当該リンクの整備
により不通が解消

（∞） 

■改善度の計測の例（東北地方）［全２８６リンク］
久慈市 

～八戸市 
１．６ １．４ １．１ 

相馬市 
～福島市 

９．６ １．３ ７．１ 

釜石市 
～花巻市 

１．６ １．３ １．３ 

宮古市 
～盛岡市 

当該リンクが津
波により遮断さ

れ不通（∞） 
０．７ 

当該リンクの整備
により不通が解消

（∞） 

①リンクの整備により不通が解消（改善度が∞） ：６６ 
②改善度が１より大：１１０         
③改善度が１：１１０ 

＊災害時には、津波被害が想定される、落石・土砂災害・
雪崩等の恐れのある、橋梁が耐震補強未了等のある道路
が遮断されることとしている 4 3




